
 

第６次エネルギー基本計画（素案）を受けて 
 

本日、国の「第６次エネルギー基本計画」の素案が公表された。 

自然エネルギー協議会では、これまで、「第６次エネルギー基本計画」において、

再生可能エネルギーを「主力電源」と明確に位置づけること、及び「２０３０年・再生可

能エネルギー発電比率４０％超」とする意欲的な目標設定などを提言してきた。 

 

素案では、再生可能エネルギーを「主力電源」と明記しており、大いに評価する。 

また、２０３０年度の発電電力量に占める再生可能エネルギーの比率を３６～３８％

としており、４０％には満たないものの、現行の２２～２４％と比べると、意欲的な目標

値として一定の評価をしたい。 

このほか、再生可能エネルギーの最大限導入に向けた、「系統制約の克服」、「蓄

電池等の有効活用」、「ＦＩＰ制度による再エネの市場への統合」なども盛り込まれて

おり、当協議会のこれまでの提言が反映されたものとなっている。 

 

今後は、「第６次エネルギー基本計画」の実装に向け、国と心を一つに、ＧＸ（グリ

ーントランスフォーメーション）の推進に取り組む決意である。 
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